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課題名

試験研

究年次

Ｉ目的

1０極早生温州の栽培技術の弛立

(1)極早生温州における枝別の全摘篭や摘果
分類 ①

による樹勢の維持と高品質果実生産

－６３～２年（完了）

極早生温州における摘蕎や摘果,の方法が樹の生育や果実品質に及ぼす影

響について検討し、樹勢の維持と高品質果実生産のための結実管理法を確
立する。

Ⅱ試験一方法

１試験場所山門郡山川町立山現地圃場並びに場内果樹圃場
２供試品種山川早生（高:接ぎ樹）

」

３処理I方法

摘蔚６３～２年の ５月上旬に樹冠内の側枝に着生している藷や花を全て

摘除し、新梢発生を促した ､処理は１樹当たり直径１cm前後の細枝を５

本、１０本、１５本、直径１．５～２．０cmの太枝を５本、並びに無処理とし
た 回

摘果同年７月上旬に葉果比２５となるよう樹冠内を間引摘果した区と直
径 1cmの枝別に結実枝と無結実枝を設ける枝別摘果を行った.なお、
枝別摘果区の樹冠内葉果比は、 間引摘果と同様に２５となるよう調整

した。また、８月上旬には両区ともに特に大きい果実や小さい果実
の間引きを行った ｡

Ⅲ主要成果の概要

極早生温州では、 枝別の全摘蔚処理によって新梢の発生を促して樹勢の
-Ｉ

維持が図れる。また、枝別交互の全摘果により果実品質が向上する。

全摘鶴処理は樹冠内に直径１．５cm前後の枝５～10本を目安とし、着花量の
多少や樹勢により加減する。

１枝別の全摘曹処理は、摘薗数に応じて新梢の発生数が多くなる。
２ 枝別の全摘曹処理後に発生する新梢数は処理樹の着花堂の多少Iこよっ

て異なり、着花量が多い場合は新梢の発生数が少ないので、全摘蕃処理

を実施する枝数を多くしたり、処理枝を大きくする 。

３枝別交互の全摘果は、 慣行の間引摘果より果実の肥大はやや劣るが着
色や糖度が高くなる。

－２１２－



Ⅳ主要成果の具体的データ

－第１表摘蒜の程度と新梢の発生（場内試験）．（63年）

摘二蔚程－度摘曹数摘葡後・１樹当たり１果
枝の本 新梢新葉収量

大きさ数直花有葉花計数数果数一重麓平均重
本花花花

細枝５９４５１５０１，０９５

細枝１０１，２００２１０１，４１０

細枝１５１，５１５３３０１，８４５

太枝５１，９２５３０５２，２３０

本葉

1６５６３０

２４２９６６

２３９９０３

３６２１，５４２

個ｋｇｇ

３８９３４．４８８

３６９３４．１９２

３４２３１．９９３

２９９３０．６１０２

_無_処理一一一己ｂ‐３８２３７．７９８
注）摘蟹数や摘菌後の新梢発生数は1樹の処理全｢枝当たり。

第２表着花量の多少･摘藷の程度と新梢の発生（現地試験）（１年）
着花摘蔚程度一摘葡数摘蔚後一s樹容穣当たり
量の枝の本 新梢新葉一一収麓

_多少大きさ数直花有葉花計数数果数重量

本花花花本葉個ｋ９
中細枝１０１，３００２５０１，５５０２７０９００５６６．３

■ー-－_一太技___且____凪0---3胆一
多細枝１０１，７６０１６０

_１，jlJL5----l甑_－６JLQ______蚊___』L４－－－．
１，９２０６０２８０７０５．７

太枝52,1151252,240145.455584.4
注）摘藩数や摘藷後の新梢発生数は1樹の処理全枝当たり。

第３表摘果の方法と果実の収量､_階級別割合並びに果実品質
摘果幽_と-m_』､_堂１果一階級別割合着色糖可溶性クエン甘味
_方法果数重量平均重２ＳＳＨＬ２Ｌ程度度固形物酸比

個ｋｇｇ％％％％％９９
間引摘果５９３５６．５９５９２８３４２２７４．０９．０９．７１．０９．７

枝別摘果５７６５０．９８８１２３８３６１２２４．９９．４１０．１１．０１０．１

注）ﾃー ﾀーは、６３～2年の平均値、毎年10月１０日前後に分析

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点、

１極早生温州の樹勢維持並びに品質向上のための結実管理法として利活
用できる。

２樹や年により着花数や果実の肥大が異なるため、生育状況を見ながら
結実量を調節する。

Ⅵ今後の研究上の問題点

極早生温州における樹勢維持のための着花（花芽分化）調節法
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